
愛媛大学医学部附属病院薬剤部　薬品情報管理室

使用時は必ず添付文書で確認をお願いします

気管支喘息
アレルギー

性鼻炎

アレルギー
性皮膚炎･
蕁麻疹等

院内外
アゼラスチン塩酸塩錠
｢日医工｣

1mg アゼラスチン塩酸塩 ◯ ◯ ◯
〈気管支喘息〉1回2mgを，朝食後及び就寝前の1日2回経口投与
〈その他〉1回1mgを，朝食後及び就寝前の1日2回経口投与

避ける

院内外 アレロック顆粒 0.50% ◯ ◯
成人には1回オロパタジン塩酸塩として5mgを朝及び就寝前の1日2回経口投与
7歳以上の小児には1回5mgを朝及び就寝前の1日2回経口投与
2歳以上7歳未満の小児には1回2.5mgを朝及び就寝前の1日2回経口投与

院内外
オロパタジン塩酸塩OD
錠
｢日医工｣

5mg ◯ ◯
成人：1回5mgを朝及び就寝前の1日2回経口投与
小児：7歳以上の小児には1回5mgを朝及び就寝前の1日2回経口投与

5.mg
10mg

院外 アレジオン錠 10mg

院内外
エピナスチン塩酸塩錠
｢日医工｣

20mg

院内外
エピナスチン塩酸塩DS
｢サワイ｣

小児用1% ◯ ◯
<アレルギー性鼻炎>1日1回0.25〜0.5mg/kg(成分量)を用時懸濁して経口投与
<その他>1日1回0.5mg/kg(成分量)を用時懸濁して経口投与

注意

院内外
ドライシロップ
0.1%

成人：ロラタジンとして1回10mg(成分量)を1日1回､食後に用時溶解して経口投与
小児：3歳以上7歳未満の小児には1回5mg(成分量)、
　　　　7歳以上の小児には1回10mg(成分量)を1日1回､食後に用時溶解して経口投与

院外
レディタブ
錠10mg

成人：1回10mgを1日1回､食後に経口投与
小児：7歳以上の小児には1回10mgを1日1回，食後に経口投与

院内外 DS小児用0.1% ◯ ◯ ◯ 小児には1日量0.06mg/kgを2回､朝食後及び就寝前に用時溶解して経口投与

院内外 カプセル1mg ◯ ◯ ◯ 1回1mgを1日2回､朝食後及び就寝前に経口投与

院内外 ザイザル錠 5mg レボセチリジン ◯ ◯
成人：1回5mgを1日1回、就寝前に経口投与
小児：7歳以上15歳未満の小児には1回2.5mgを1日2回､朝食後及び就寝前に経口投与

避ける

院内外 タリオン錠 10mg
ベポタスチン
ベシル酸塩 ◯ ◯

成人：1回10mgを1日2回経口投与
小児：7歳以上の小児には1回10mgを1日2回経口投与

注意

院内外 デザレックス錠 5mg デスロラタジン ◯ ◯ 12歳以上の小児及び成人には1回5mgを1日1回経口投与 なし

院内外 ビラノア錠 20mg ビラスチン ◯ ◯ 1回20mgを1日1回空腹時に経口投与 なし

院内外 ルパフィン錠 10mg ルパタジンフマル酸塩 ◯ ◯ 12歳以上の小児及び成人には1回10mgを1日1回経口投与 避ける

30mg

60mg

院内外 メキタジン錠｢日医工｣ 3mg メキタジン錠 ◯ ◯ ◯
<気管支喘息>1回2錠を1日2回経口投与
<その他>1回1錠を1日2回経口投与

避ける

自動車
運転等

オロパタジン塩酸塩 避ける

DIニュース2018年2月号 当院採用の抗アレルギー薬(内服)

分類 採用 採用薬品名 規格 一般名

効能効果

用法用量

エバステルOD錠 エバスチン ◯ ◯ 注意

エピナスチン塩酸塩

◯ ◯ ◯ 注意

1回5～10mgを1日1回経口投与

<アレルギー性鼻炎>1回10～20mgを1日1回経口投与
<その他>1回20mgを1日1回経口投与

なし

ケトチフェン｢サワイ｣
ケトチフェン
フマル酸塩

避ける

クラリチン ロラタジン ◯ ◯

フェキソフェナジン
塩酸塩錠｢EE｣

フェキソフェナジン
塩酸塩 ◯ ◯ なし

成人：１回60mgを１日２回経口投与
小児：７歳以上12歳未満の小児には１回30mgを１日２回､
　　　 12歳以上の小児には１回60mgを１日２回経口投与

第二世代
抗ヒスタミン薬

院内外

院内外
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院内外
アタラックス-P
カプセル

25mg
ヒドロキシジン
パモ酸塩 ◯

<皮膚科領域>1日2〜3CPを2～3回に分割経口投与
<神経症における不安・緊張・抑うつ>1日3〜6CPを3〜4回に分割経口投与

避ける

院内外
テルギンG
ドライシロップ

0.1%
クレマスチン
フマル酸塩 ◯ ◯

成人：1日量2mgを2回に分け、用時溶解して経口投与
幼小児：標準的な用量として下記の1日量を2回に分け、用時溶解して経口投与
　１歳以上３歳未満：0.4mg、３歳以上５歳未満：0.5mg、
　５歳以上８歳未満：0.7mg、８歳以上11歳未満：1.0mg、11歳以上15歳未満：1.3mg

避ける

院内外 ピレチア細粒 10%

院内外 ピレチア錠 25mg

シロップ0.04%
散1%
錠4mg

院内外 ポララミンシロップ 0.04%
d-クロルフェニラミン
マレイン酸塩 ◯ ◯ 1回5mLを、1日1～4回経口投与 避ける

院内外 インタール 細粒10%
クロモグリク酸
ナトリウム ※1

2歳未満の幼児には1回50mg､2歳以上の小児には1回100mgをそれぞれ1日3～4回経口
投与。ただし、40mg/kg/日を超えないこと

なし

院内外 ケタスカプセル 10mg イブジラスト ◯
〈気管支喘息〉1回10mgを1日2回経口投与
〈脳梗塞後遺症に伴う慢性脳循環障害〉1回10mgを1日3回経口投与

なし

カプセル100mg 1回1CPを1日3回経口投与

細粒10%
成人：1回100mgを1日3回経口投与
小児：5mg/kg/日を3回に分けて経口投与

Th2サイトカイン
阻害薬

患者限定 アイピーディカプセル 100mg
スプラタスト
トシル酸塩 ◯ ◯ ◯ 1回1CPを1日3回 なし

TXA₂阻害薬 院内外 バイナス錠 75mg ラマトロバン ◯ 1回1錠を1日2回経口投与、高齢者には低用量(100mg/日)から投与開始 なし

院内外 細粒4ｍｇ ◯ 1歳以上6歳未満の小児には1包を1日1回就寝前に経口投与

院内外 チュアブル錠5mg ◯ 6歳以上の小児には1錠を1日1回就寝前に経口投与

院内外 モンテルカスト「EE」 OD錠10mg ◯ ◯
<気管支喘息>10mgを1日1回就寝前に経口投与
<アレルギー性鼻炎>5～10mgを1日1回就寝前に経口投与

院外 オノンカプセル 112.5mg

錠225mg

DS10%
小児：7mg/kg/日を朝食後及び夕食後の2回に分け､用時懸濁して経口投与
450mg/日を超えないこと。

院内外 セレスタミン配合錠 ◯ ※3 1回1〜2錠を1日1〜4回経口投与 避ける

院内外 ディレグラ配合錠 ◯ 成人及び12歳以上の小児には1回2錠を1日2回､朝及び夕の空腹時に経口投与 なし

※1　食物アレルギーに基づくアトピー性皮膚炎　※2　アトピー性皮膚炎､ケロイド･肥厚性瘢痕　※3蕁麻疹(慢性例を除く)､湿疹･皮膚炎群の急性期及び急性増悪期､薬疹

◯ ◯

プロメタジン塩酸塩 ◯ ◯ 避ける

避ける

1回5～25mgを1日1～3回経口投与
〈振戦麻痺、パーキンソニズムのみ〉1日25〜200mgを適宜分割経口投与

成人：1回4mgを1日1～3回経口投与

フェキソフェナジン塩酸塩　30mg
塩酸プソイドエフェドリン　60mg

◯
プランスカスト｢EK｣

なし

モンテルカスト
ナトリウム

なし

リザベン トラニラスト ◯ ◯ ※2

1日量450mgを朝食後及び夕食後の2回に分けて経口投与

ベタメタゾン　0.25mg
d-クロルフェニラミンマレイン酸塩　2mg

シングレア

配合錠

院内外

第一世代
抗ヒスタミン薬

ケミカル
メディエーター

遊離阻害

ロイコトリエン
阻害薬

院内外

院内外

ペリアクチン
シプロヘプタジン
塩酸塩水和物

プランスカスト
水和物 ◯


